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寸　言

IA設立10年に思うこと

背（2mm）

弊社は、この7月1日をもって、設立10周
年を迎えます。2000年7月、日産自動車の
防衛宇宙事業を継承しIHIエアロスペース
社（IA）が発足、その後IHIの宇宙事業部
門の大半が弊社に統合され、現在の姿に至っ
ております。昨年7月、国際宇宙ステーション
（ISS）の日本実験棟「きぼう」の船外実験
プラットフォーム、船外パレットがスペー
スシャトルによって打上げられました。こ
れらは、統合前より、前者はIHI、後者は日
産でそれぞれ開発が行われ、事業統合後は、
弊社でともに開発作業が進められてきまし
た。IA発足10年目にして、無事一緒に打上
げられ、「きぼう」の完成に寄与できたこと
は、両者の事業統合の象徴として大変うれ
しく思いました。
昨年は、それに引き続きISSへの補給機

であるHTVも、HⅡBロケットにより打上
げられ、完璧にミッションを遂行、日本の
宇宙関連技術の国際的認知度も大幅に上が
りました。これらの事業に参画した弊社に
とっても、また日本の宇宙産業界全体にとっ
ても、極めて意義深い年となりました。こ
うした成果に加え、国レベルで宇宙基本計
画も策定され、今、日本の宇宙産業は、将
来を左右する重要な節目に立ち至っている
ものと認識しております。
この2月に経済産業省、SJAC合同の宇宙

産業アフリカミッションに団長として参加
する機会をいただきました。エジプトと南
アフリカの2カ国を訪問して参りましたが、
両国とも宇宙分野新興国としてこれから大

いにやって行くぞという意気込み、元気さ
を感じてきました。エジプトはそれこそ
5000年の歴史を有する国ですが、現在、自
国の科学技術力強化に大いに力を入れてお
り、海外からの技術も積極的に吸収しよう
とする、若さを逆に感じてきました。日本
が明治になって欧米からの技術を積極的に
導入し、一気に近代化が進んでいったあの
元気さに似ているかもしれません。
弊社の事業所がある群馬県富岡市には、
かの有名な富岡製糸場があります。ここは、
開国後間もない明治5年、政府が産業近代
化推進の一環としてフランスの技術を導入
して設立された工場です。すでにその役割
は終え、現在は当時の建造物をそのまま残
す史跡となっていますが、今日の日本の産
業成長の礎を築いたこの富岡市内に、いわ
ば技術の先端とも言われる宇宙事業を手が
けている私どもの工場があるというのも不
思議な気がします。明治のはじめに先進諸
国に追いつこうと国として西洋文明を取り
込み、今日に至るまで140年の間に、官・
民双方、どれだけ多くの方たちが日本の産
業育成のために努力されてきたか、そうい
う歴史の延長線上に、現在の私どもの事業
も成り立っていることを改めて認識させら
れます。日本の宇宙事業にとり重要な岐路
にある今、現在を生きる者の責任を少しで
も果たすべく、50年、100年後につながる
元気ある挑戦を是非とも続けてゆきたいも
のと、IA設立10周年を前に自省とともに思
うこの頃です。

株式会社IHIエアロスペース
代表取締役社長
石井　潔

アジアの国際航空宇宙展シリーズ  第5回「アジアン･エアロスペース2011」

1．アジアン･エアロスペース（Asian Aerospace International Expo and Congress）の概要

Asian Aerospaceは英国リード・エグジビション社（Reed Exhibition 
Ltd.）が主催する展示会の名称である。Asian Aerospaceは、これまで
シンガポールを開催地としてきたが2007年より香港に移し、民間航
空機に焦点を絞って実施している。開催は2年に1度であり、来年が
第3回目となる。
香港新国際空港に隣接した展示会場やホテルを活用し、屋内展示

や各種レセプションを実施しているが、定期便の運航が繁忙なため飛
行展示は実施しておらず、ビジネスジェット等の屋外展示を行うに留
まった展示会となっている。
香港政府はビジネスの活性化のために空港内に、総合展示場（Asia-World Expo 約70,000㎡）や国際的

な高級ホテルを新設し、国内外企業へ積極的なアピールを行っている。またモノレールにより空港、そ
して市内を展示会場と直結させるなどインフラ整備を行い、展示会主催者に対する魅力化を図っている。
屋内展示を充実するためにリード・エグジビション社は、製造に関する出展者に加え、航空機インテ

リア、貨物輸送、トレーニング、修理・整備関連の企業の出展を求め、Aircraft Interiors Expo, Airfreight 
Asia Conference, Asia Pacific Airline Training Symposium, Asia MRO Conference 等を企画、実行する。

2．前回2009年の実績

世界経済低迷の影響を受け出展申込者が減少したため、開催前に会場面積を30,000㎡から20,000㎡に
縮小した。　
出展者数も前回の575社から356社と大きく下回り、民間航空機分野での影響が顕著に表れた展示会で

あった。
しかしながら、一方で、屋内展示会を活性化させる施策では、大規模な展示会場内に、開会式典や各

種シンポジウムの開催、出展者のためのラウンジやVIP専用のラウンジの設置、また航空機の製造、イン
テリア、貨物輸送、トレーニング関係等々ジャンルの違う展示者を同一会場内に集め、相互にブースを
訪問することができるよう工夫するなど、主催者側の工夫が随所にみられJA事務局としても、見習う場
面が多く見受けられた。　
日本からはSJACと東京都が出展を行った。なお詳細については以下のHPにアクセスされたい。

http://www.asianaerospace.com/

3．フォトギャラリー（アジアン･エアロスペース2009より）

《筆者による採点》
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項　目
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海外来場者数
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